
令和元年度 協働事業提案制度概要 

（提案企画書から転記） 

事業名 クラーク博士別れの地・久蔵の里普及事業 

団体名 特定非営利活動法人 クラーク博士別れの地・久蔵の里普及促進会 

事業概要 明治 10 年（1877）にクラーク博士が帰国の際に見送りの学生たちに『青年よ、大志を抱け

（Boys, be ambitious）』の言葉を残した別れの地「島松沢」に馬上のクラーク像を建立してクラ

ーク博士の言葉の真意（クラーク精神）を後世に正しく伝えるとともに、この地を中山久蔵翁が

寒冷地稲作（赤毛米）の栽培に成功した「久蔵の里」として公園化し、観光の活性化に寄与する

ことを目的とし下記の事業を行う。 

① クラーク像の建立及び久蔵の里開発事業 

② クラーク精神の普及事業 

③ 観光振興及び活性化への貢献事業 

④ 広報活動及び会員拡大事業 

⑤ クラーク像建立及び久蔵の里開発基金募集事業 

協働の必要性 別れの地「島松沢」には国指定史跡「旧島松駅逓所」がありますが、上記事業の目的を達成す

るためには旧島松駅逓所も含めた周辺の一体的な環境整備が必要です。 

このため、旧島松駅逓所を委託管理している北広島市と協働で進める必要があると考えます。 

役割分担 □団体が担う役割 

①旧島松駅逓所も含めた周辺の一体的な環境整備の検討 

②クラーク博士の馬上の像と中山久蔵翁の胸像の製作・設置 

③公園化後の「クラーク像」と「久蔵の里」の維持管理 

■市に期待する役割 

 ①構築物（クラーク博士の馬上の像、中山久蔵翁の胸像）設置の承認 

 ②旧島松駅逓所周辺の用地の確保 

 ③「久蔵の里」完成後の維持管理方法についての協議 

協働の効果 □団体にとっての効果 

①観光の活性化に向けた施策展開の促進 

■市にとっての効果 

団体の目的 明治 10 年（1877）にクラーク博士が帰国の際に見送りの学生たちに『青年よ、大志を抱け

（Boys, be ambitious）』の名言を残しましたが、別れの地「島松沢」に馬上のクラーク博士像を

建立してクラーク博士の言葉の真意（クラーク精神）を後世に正しく伝えるとともに、別れの地を

中山久蔵翁が寒冷地稲作（赤毛米）の栽培に成功した「久蔵の里」として公園化し、観光の活

性化に寄与することを目的とする。 

過去の活動実績 2016年 4月 「クラーク博士との別れの地普及促進会」設立総会開催 

2016年度活動実績：講演会 2回、バスツアー1回、会報発行 2回 

2017年 5月 「NPO法人クラーク博士別れの地・久蔵の里普及促進会」設立総会開催 

2017年度活動実績：講演会 2回、シンポジュウム 1回、会報発行 4回 

2018年 2月 「クラーク博士小伝」「中山久蔵翁小伝」「アンビシャス基金のお願い」発行 

2018年 5月 通常総会開催 

2018年度の活動実績：講演会 3回、バスツアー1回、会報発行 3回 



市関係希望部署 企画財政部、経済部、教育部 

※関係部長、課長等と意見交換を開催済み 

 


